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Osamu　 Kaneko ，　Chiyomj　 Hanada 　and 　Muneo 　Tanaka

　 Spectrophotometric　measurements 　on 　the　colors 　 of　BI　japanese　wome ゴ s

lower　lips　 ranging 　from　 19　to　47　years　 of 　age 　 were 　carried 　 ou 七 by　Ineans 　 of 　the 正litachi

Cobr 　Analyer　Model 　607．　 The 　 co 工or 　 of 　each 　 subject
’
s　 lower　lip　 was 　 mea ＄ured 　 after 　the

removal 　 of　any 　 make ・up ．

　（1｝　　 The 　 average 　 color 　 of　the 　Iower　lips　 in　MunseU 　 renotation 　 system 　 was 　 7．6R

　　　5．5／4．露　and 　the 　dis定rihution 　of 　three 　attributes （hue　 value 　and 　 chroma ）of 　its

　　　cGlor 　 was 　 2．5R−3。5YR，　4．7−6．1，　2．F5 ，4，　 respectively ．

　  　　Spectral　 ref 王ectances 　 of 　the 且ower 　lips　 were 　 subject 　to　 a　principa豆compone 就

　　　 analysis ．

　　　　In　 this　case丿the　variance 　of　the　 spectral 　reflectances 　 was 　 explained 　at　g4，5％
　　　by　the　 lst　 and 　2nd　principal　 components ，98．0％　 of 　variance 　 was 　 explained 　if

　　　3rd　principal　compGnent 　was 　added 。

　　　　From 　 the　 mean 　 of　 the　 spectral 　 reflectances 　of 　 the　三〇 wer 　Iips　 and 　their 　first

　　　three　charactis 七ic　vectors ，　the　 spectral 　 reflectance 　curves 　reconstituted 　by

　　　the　 scalar 　 multiples 　 of　the　 vectGrs 　 as 　 a　function　 of 　 correlated 　tristimulus　 values ，

　　　　The 　representative 　character 　of　these　reconstituted 　spectral 　reflectanoe 　curves

　　　 was 　 established 　by　 cQmparison 　 with 　the 　 measured 　 curves 　 from　 the　 same

　 　 　 tピistimulus　 values ．

　　　　The　agreement 　shown 　was 　very 　satisfactory ．

1． 緒　 言

　 目 と共 に 唇は ，メ
ー

キ ャ ッ プ の 重要 ポ イ ン トの 1 ツ で

あ り ， そ の 唇 を 彩 る 口 紅の 色 は多彩 で あ る。一方唇 そ の

もの の 色も又，口 紅の 色 ほ どで は な い が，個 々 異な る色

を 呈 して い る 。

　と こ ろ で 我国 に お け る
， 唇の 色 に 関す る報告 デ ー

タ は

兼重 D
， 岡 田 2）の 報告例 を み る こ とが で きる が，い ず れ

も視感測色 し た 結果で あ り， 分光測色 し た デ
ー

タ は寡鞠

に して 知 らな い 。

　唇 の 色 に 関す る デ ータ採取が積極的 に お こ な われ な か

っ た理 山は ，唇 の 色 そ の もの が，美容，化粧品 とい う業

界 で は 関心 あ る こ と と して も ，

一般 に は ， さほ ど関心 を

呼 ば な い 事柄 で あ る上 に ，測 色 が 難 しい こ と に も起 因 す

る と思われ る 。

　唇 の 色 の 測定 が難 しい と して も， 消費者 に 口 紅 を 提 供

す る 者と して は ， 唇 そ の もの の 色 ， 並び に
， 物と して の
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匚「紅の 色の 詳 細を把握 し，消費者 に適 切な 商品情報 を 提

供す る こ と は必要で あ る。

　 そ こ で ，唇の 色 その もの ，並 び に 唇の 色 の 分布範囲 の

把握 を 目的 と し，分光光度計 の 積分 球 開 口 部 に ， 唇 の 色

測定用の 横長 マ ス クを は りつ け ，唇 の 色 の 測定 を 試み た 。

　 更 に
， 得 られ た唇 の 色 の 分 光 反 射 率 に着 目 して ， 唇 の

色 の 分光反 射率を 構成す る 基本成分 を 抽出す る と共 に
，

系統的 な 分 光 反 射 率の 相違 に基 づ く唇 の 色 の 分 類を お こ

な っ た
。

　 又，抽出 した戴 本成分 と，唇 の 色 の 訓ll」激値Y ，　 X ，　 Z

とを結び つ け る 関係式を 誘導 し， 唇 の 色 の 3刺激鰺か ら

唇の 色 の 分光反射率を 合成す る こ とを 試み た 。

　な お
， 唇 の 色 と額 ， 頬 の 色 の 関連性の 有無 ， 唇 の 色 と

年 令 との 関係 に つ い て も検討 して み た e

　以下 ， 得 られ た 知見を報告 す る
。

　2． データ採取 ：実施内容

　今回実施 した 唇の 色 の デ ータ採取 の 概咯を Table　1に

示す。
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Table　1唇の色 の デ
ー

タ採取 ：実施内容

　　　デ
ー

タ採取 ： 実施内容

1．対 象 者 　 資生 堂女子 社員 （61人）

　　　　　　　年令 ：19〜47才
2．測定部位　　下唇中央部 （8 × 20mm）

3．測 定 器

　　　　　　　 （n ＝ ＝ 3）

唇 の 色の 測定 に あた っ て は，

口本 色 彩 学 会誌　 Vol ．3No ．1 （1978＞

日 立 カ ラ
ー

ア ナ ライ ザ ー 607型

　　　　　　　　　　　　　 ク レ ン ジ ン グク リ
ー

ム で

口 紅 を お と し，唇の 色 そ の もの の 分光反射率を 測定す る

こ と に した 。

　又，唇 の 積分球開 囗 部へ の 接着は ， 下唇の ふ くらみ の

下側 が，マ ス クの 下 側 に軽 く接触す る 感 じで 接着した 。

　こ の 方法 に よ れ ば，開口 部に 唇を接触 させ るこ とに よ

っ て 生 じ る唇の 色 変化 は，比 較的 小 さ い と思われ る。

　マ ス クの 大 き さ は，事前 に い く人 か の 被験者の 協力を

得て
， 測定 に 適 した大 き さ （8 × 20綱 を 決定 した。

　標準側開 口 部 に も 同 じ大 き さの マ ス ク （共 に 黒）を は

りつ け ， 標準合わ せ を行 い 測定 を 実施 した 。

3． 結　果

　3．1　唇の 色 と唇 の 色 の 分布範囲

　得 られ た 61人 の 唇 の 色の 分光反 射率デ
ー

タをマ ン セ ル

値に変換 し， 平均値を求め て み る と

　　　　　唇 の 色 の 平均値 ： 7．6R5，5縛．呂

で あ っ た 。

　又 ， 唇の色 の生データの 分布範囲は ， 色相 ：2，5R〜3．5
YR

， 明度 ： 農．7〜6，1，彩度 ： 2．7〜5．4 で あ っ た 。

　Table　1に記 した よ うに ， 同
一・人 の唇につ い て 3回 の

くりか え し測定をお こ なっ て い るの で ，平均値を求 め，

そ の 分布図を作成す る と Fig．1の 如 くと な っ た 。
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　　　　　　　Fig．1 唇の 色 の 分布 図

　こ こ で 測定誤差 に つ い て 触れ て お くと，Fig．1 に示 し

た色相 ， 明度 ， 彩度軸 の 単位 で 示すと，今回実施 した唇

の 色 の 測定誤差の 標準偏差 は，色 相 ： σ H＝・O．76，明 度

；σ v ＝・O．09，彩度 ：σ c ＝0．24で あ っ た。

　 3．2　唇の 色 の 分光反射率を構成する基本成分

　得 られ た唇の 色 の 分光反射率デ ー
タ は，多変量応 答デ

ータで あ る 。
こ の よ うな 多変量 応 答 デ ータを 簡単な線形

式で 表示す る方法
3） はよ く知 られ て い る。

　こ こ で も 同様の 方法で 分光反 射率 デ ータの 処理 を お こ

な っ た 。

　即ち，唇 の 色 の 分光反射率を橇成す る基 本成分を 抽 出

し， 分光反射率を線形結合 の か た ちで 表示す る た め に ，

得られ た 分光反射率 （380nm〜78enm， ユOnm聞 隔 ， 41波

長点） の ，分散 ：共分散行列 の 固有方程式を解 い て ，固

有値 ， 固有ベ ク トル を算出 した 。
こ こ で 求 め た 固有ベ ク

トル は，基本成分 に 相当す る 。

　結果 と して ， 分光反射率 の 変動 に 対す る第 1主成分の

寄与率は，86．3％で あり，第 2主成分 の 寄与率は ， 8．2

％ で あ っ た。又，第 3，第 4主 成分 の 寄与率は，そ れぞ

れ 3．5％，0，8％で あ っ た 。

　従 っ て ， 唇の 色 の 分光反射率 の 変動に対す る第 1 ， 第

2 主成分の 累積寄与率 は，94．5％ となり，
こ の 2 ツ の 主

成分を と りこ む こ とで
， 変動 の 大部分が 説明で き る と思

わ れ る。そ こで 以下 こ の 頃で は，第 ユ，第 露主 成分の み

2

一2

分 60

震50
射　　
率 40　

3D2010

40e　　　500　　　690　　
・70e　（mm ）

Fig．2 唇の色 の 分光反射率 に 関する 第 1 ， 第 2基

本成分と，分光　反射率の平均値
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を取扱い 対象とす る。

　Fig，2 に得 られ た 第 1 ， 第 2基本成分 （第 1，第 2主

成 分 を求 め る た め の 係数，即 ち，固有ベ ク トル ）と唇の

色 の 分光反射率の 平均値を示す。

　個 々 の 唇の 色の 分光反射率 は，次式 で あ らわせ る 。

　　　　 Rλ・＝R，．−eMiVi ， a十 M2V2 ，A 　 （1｝
　 　 こ こ で

　　　RA ： 波長 ？．に お ける唇の 色の 分光反射率 。

　　　R2 ： 波長 2 にお ける唇の 色 の 分光反射率 の 平均

　　　　　 値。

　　MIM2 ：第 1，第 2基 本成 分 に対 す る 重 み。

　　ViA
，
　 V2n ：波長 λに お ける，第 1，第 2基 本威分

　次 に
， 第 1， 第 2基本成分 に 対す る，個 々 の 唇 ご との

重み，Mt ，　 M2 を 求 め ，
こ の 重 み の 多寡と個 々 の 唇 の 色

と の 相関性 を み て み る こ と に す る。

　な お ， 個 々 の 唇 ご と の 重 み ，
M1

，
　 Md は ， 次式 に よ っ

て 求 め た
。

こ こ で

　

ヱ

　
X

　

12

　
V41Σ

＝

　

　

え

　
＝

　

　

　

M

　

ぬ

　

飢

　

V
　

　

141

Σ
＝

　

　

λ

；
　M

 

〔3｝

　　　　　　　 x パ 波長 A に お け る分光反 射率の ，平

　　　　　　　　　 均値か らの 偏差 。

　表 2に 求めた重みM ，，M2 と，唇の 色 の 色相圓，明度

（V），彩度（C）との 問の 相関係数を 示す 。

　なお ， 色相圓 は ， 工ORPを 0， 5Rを 5，1eRをユ0，5YR
を ユ5，とす る数値 に お きか え て 演第を お こ な っ た 。

　　　Table　2 唇の 色 の 3属性と第 ユ，第 2基本成分 に

　　　　　　 対す る重み Ml ，　 M2 との 相関

［
　 　 　 M1
．　一 　@　　　　　　　　　@ ．　一@　　　　@　@

　 　

　　　　　 　
　

　　 一 　 　 　
　．　一　　　 　 　． 　 　一 M2

578nmと一致す
る

又

，

　

g
．

2

示 し た第2基
成分を 1
一…．一一一

、 相 度
度

色明 彩
γ ＝0 ．28

  ．89 γ＝0

31r ・・ ＝ ・− o ．701r ＝＿O．451 γ ＝ − r
O ．81 　 Table 　 2 に示 し た結果を，　 Fi
D1 とし

て示し た
唇の 色 の 分 布 図に 反映さ せる べ く ， 第

C 第2 基 本成分 に 対 す る重み Mr ，
　M2の多寡 によっ

も たら

れる唇の色の変 化方向を計算 によって求め 図 示す ると，Fig
3 の如 くと な る 。 　 Fig ．3 に示し た

傾
向は

　 F

．2 に 示
し た 基本 成 分のか た ちから推 定 さ れ る ， 唇

色 の 変化 と 当 然 な が ら一 致 す る 。 　 こ こで ， 第

C 第2 基 本成 分 の 発生が何 によ って ひき お こ さ
れるのかを

え て みると ，これはほぼ 血液の 色 に 起 因する と する

が 妥 当 で あ る と思 われる。 因に，
Fig

．2 に
示 した第1 基

本

分 の

収帯の 位置は，酸

ヘモグ n ビ ン に よってもた ら さ れる 吸 収帯4 ），

7nm ， 548nm ， 彩度 3 　　 4　　

5Fig ． 3 唇の 色

分

範囲 と， 第 1 ，第 2 基 本 成 分 　 　 　 に対す る 重み の

変化によ っ ても たらされ 　 　　 る唇の 変化 方向 。

ｪ 反 転さ せ た図 形を考えてみ る と， ま っ たく 同様の

置に 吸収帯 が み ら れ る 。しかしこ の 場 合は ， 第1

本成

と 異 なり，長 波 長側で 大きな吸収 がみられ る こと か

， 皮 下血 管 が青 くみ えるこ とと 1 部 関 連 するとも 考

られ る 。 　従 って ， 皮膚 中 に 段階 的 に ，表 層か

深 層部 に わ たっ て 存 在 する 血管（網 ） の 存 在す る深

，血管（網）のは り 方，血流 ，血 色素の大小 ，と い

たも の が

1 ， 第 2 基 本成 分の 成因とし て
あ
げ ら れ

る

が，この

に 関する
考

察
は 解 剖 学的 所

見 と の つ きあ わせ も 含

て 今後 の 課 題 と し たい。 　なお，上記したよう

基本 成分 の ”かた ち”に 着目し た解析 は ， 生 デ
ー タ

のものの ，生の 平方和・積和 行 列 5 ）
あるい は，生デ

タ か
ら

総平均， 行平 均 ， 列平 均 を 引いた 残 差の ，生 の 平 方

・ 積 和 行列につい て，基 本成分を 抽出す る 解 析法 を

っ
た
方 が よ

い
e）　とされて いる 。

　 今回得られ たデ
タ
に つ い

て

，同様の 処 理 を おこなっ た が ，

果として抽出 され た基

成分（ 固 有ベ ク ト ル） の” かたち”は
， Fig ．

ﾉ 示 したそれと，非 常 に類 似 し た ” か

ち”を示し て い たこ と を 附 記しておく。 3 ．3 　 唇

色の 分類 　 顔色の分 類 D に

ても， 従来 は 主と し て ， 色 相， 明 度，彩度情 報を 手

かりに行わ れ て き た。 　今回は新たに ， 唇 の 色 の 分 光 反

率の， 系 統 的

違に 基 づ く唇 の 色の分類を 試 みた 。 　 前述
し たよ

に ， 個 々 の 唇 の 色の分 光 反 射 率 の 変 動 の 94 ． 5 ％

， 第

C 第 2主成分 を と り い れ る こ と に よ っ て 説 明で きる 。 　 従
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位置づ け が で きる と思 わ れ る 。
こ の こ とは ， 結果的に分

光反剔率の 系統的な 椙違 に 越 つ い て 唇の 色 を位置づ けた

こ とに な る 。

　Fig．4は
，

上 記 した Ml
，
　 M2 に 荘つ い て 個 々 の 唇 の 色

を位置づ け た もの で あ る 。

　Fig．4 の どの 位置 に 分割線を い れ る か と い う問題 は あ

る が，極 く常識的な 分類を 試み れ ば，第 1， 第 2，第 3，

M2

え ば 記号◎ で 示 した領域に 位置す る唇の 色，即ち，相対

的に み た 場含 「赤味で
， 明度低 く， 彩度の 高い 」唇 の 色

とい うこ とに な る 。

　上記 した 口紅本来 の 色が で に くい と い う現象は ， 比較

的隠ぺ い 力 の 小 さ い 塗料を，Ltti紙，黒 紙 に 塗布 した時，

白紙上 と比較 して 黒紙上 で は ， 塗料 自身の 色 が 出に くい

現象 と同 じで あ る と思 われ る。
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Fig，4　個 々 の 唇 に関す る ， 第 ユ， 第 2基本成分 に対す る重 み M1
，
M2 を 用 い て

　　　　位置づ け た唇 の色 の 位置を 示す。

第 4の各象 限 に位置す る唇の 色 ， 更に
，

M1
，
　 M2 の い ず

れか
一

方 の みが 極端に 大 きな 正 又 は負 の 値 を と る 唇 の

色 ， 計 8種 類の 唇の 色を想定す る こ とがで きる。

　こ こ で，Fig．4 の 中心 部に 位置す る唇 の 色を 仮 に 「普

通 の 唇の 色」とすれば ， 計 9種類の 唇 の 色の 存在が 想定

され る 。

　一ヒ記 した 8種類 （な い しは 9種類）の 唇の 色が ，
そ れ

ぞれ ど んな色で あ るか を み るた め に ，Fig．3の 情報 を基

に Fig，5に示す如 く， 色相・一明 度面 ， 彩度
一

明度面 に ，

該当す る唇の 色の 位置する 領域を，大雑把 に 示 し て み

た 。
こ こ で は 記 号A 〜H で 　それ ぞ れ の 領域を示して い

る。

　Fig．5 にお い て注 目され る点は ， 色相
一

明度面 ， 彩度

一明度面 に おける個 々 の 分類結果として の 唇の 色 の 位置

が あい呼応する
”
八 の 字

”

形で 対沁 して い る こ とで あ る 。

　とこ ろで ，Fig．4に お い て
，
　 Ml ，　 M2 で 示 され る任 意

の 位置 の 唇の 色が，どの よ うな色で あ る か を即座 に 理 解

す る こ とは 困難 で あ る 。

　そ こ で ，Fig ．4 に 示 した ，　 M1 ，　 M2 か ら， 3刺激値x
，

Y
，
Z が簡単に 求まる 関係式を 誘導 した

。
こ れ に つ い て は

次節で 詳細に 記述す る 。

　な お
， 蛇足 で ある が ，口 紅を つ けて も，そ の 匚］紅本来

の 色 が で に くい 唇の 色の 存在が ， 化粧 品業界で は 指摘 さ

れ る。そ の よ う な唇 の 色 は，どの よ うな色 で あ るか とい

え ば
，

Fig．4 に お い て 第 4象限 に位置す る，　 Fig．5で い

3．4　唇の 色の 分光反射率の 合成

　当該消費者の 唇 の 色 に 関す る 分光反射率デ
ー

タ が明確

に 把握 で きて い な い と ， ある色 の 口 紅を 塗布 した時 に
，

当該消費者の 唇の 色 が どの よ うな 色を呈する の か を 予測

し，商品情報 と して 当該消費者に 提供する こ と は困難で

あ る 。

　 又 ， 本報で は Fig．5と して 示 した よ うな 唇の 色の 分類

を試み た が ， 位置づ けられ た 個 々 の 分類域 に属 す る唇の

色の 分光反 射率 が どの よ うな 値で あるか を 明確 に 把握 で

きな い と，前述 した商品情報の 作成 ， 提供 と い う面 で の

利用価 値 は うすい
。

　
一

方 ， 実際の 唇の 色 ， ある い は肌 の 色の 測定 とい う事

態 を考え た場合，測定時開が 短か くて すむ こ とや ， 比較

的任意 の 部位の 測定が 可能 で ある と い っ た 利点が あ る故

に ， 簡易型 測 色 機（刺激値直読型 ）の 活用が 考え られ る、，

　そ こ で ，簡易型測色機で 3刺激値を求め， 求め た 3刺

激値か ら当該部位 の 分光反 射率を合成 す る こ と を 考 え

た 。

　以 下 ， 上記 した 主旨に 従 っ て 唇の 色の 分光反射率の 合

成を 試み た 結果を記述 す る 。

　昼 光 の エ ネ ル ギー
分布 の 合成 に 関 して は ，色 度座標

（： ，y ）と昼 光 の エ ネル ギ
ー

分布 と を 結 びつ け た Judd
等 8 ）　 によ る報 告 が あ る。
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明

度

6

5

Fig．5　 唇 の 色 の 分類図

　こ こ で は ， 何ん らかの 方法 に よ っ て 得 られ た 3刺激

値 ， 例え ば 簡易型測色 機 で 得 られ た 唇 の 色 の 3刺激値

X
，
Y

，
　Z と ， 唇の 色の 分光反射率 の 結 び つ けを考 え，唇

の 色の 分光反射率を合成す る こ とを試 み た
。

　主 と して 演算上 の 都合で
， 副次的 に は合成精度 を あげ

る意味で ，
こ の 頃 で は，第 1，第 2主成分 に加えて

， 第

3主成分も取 りあげる。
こ の こ と に よ り， 唇 の 色 の 分光

反 射率の 変動 の 98％ が説明で きる こ と にな る 。

　第 3基本成分 （第 3主成分 を求 め るた めの 係数 ， 即ち

固有ベ ク トル ）を加え る と， （1拭 は（4）itの か た ちを と る、

　　　R λ＝Ra十MtVi ， n十 M2V2
，

λ十 M3V3
，
1　 （4）

　唇の 色の 3刺激値 ，
X

，
Y

，
Zは

　　　　　 X ＝Σ EaRAX2dλ

　　　　　 Y＝・ΣE λR ，歹Ad λ　　　　　　　　（5｝

　　　　　 Z＝Σ EAR ：i2dX

　な お ， （5｝式 に お けるEzは C 光源 を ，　 Xa
，　 y為 ゐ は 1931

年 CIE 標準観測者の ス ペ ク トル 3刺激値を意味す る 。

　  式 に ， 〔4拭 を代入す る と，  式 が得 られ る。

　　　 X ；Σ （RA十MIVI ，よ十 M2V2 ，え

　　　　　　　　　　　　 十 MsV3
，A）E ）．XAd ？・

Y ＝Σ （RA十 MiVr ，2十 M2V2 ，2

　　　　　　　　 十 MA3V3 ，）　EIY2d λ　〔6｝

　　　 Z＝Σ （Rλ十MIVI
， ス十 M2V2

，2

　　　　　　　　　　　　 −1．．M3V3 ，
A ）EiZ2dλ

　〔6＞式は ， （7｝式の か た ちに 書きかえ られ る
。

　　　 X ＝Xo 十 MIXI 十 M2 ×2 十 MaX3

　　　 Y ・r＿Yo 十 MIYI 十 M2Y2 十 M3Y3 　　　 ｛7〕

　　　 Z＝Zo 十 MIZ1 ÷M2Z2 十M3Z3

　 こ こ で
，
Xo

，
　 Yo

，
　 Zo は ， 唇 の 色 の 分光反 射率の 平均

値 に よ っ て もた らされる 3刺激値 で あり，X1，　 Yl ，　 Zl
，

X2，Y2
，
Z2

レ
X2pY3

，
Z3は ， 第 工， 第 2 ， 第 3慧本成

本の そ れ ぞ れ に よ っ て もた らされ る 3刺激値で あ る。

　例え ば，Xl ＝爼V
ユ ，

λ
，
E λ

，
爵

，
山 で あ る。

　　xr＝　（X− Xo）　Yt＝　（Y − Y   ）　Z’＝　（Z
− Zo）　とし

て ，（7）式をか きか え て ，（8）式とする 。

　 　 　 　 Xt…MIX1 十 M2 ×2 十 M ，，X3

　　　　 Y「＝）vl1Yi 十 M2Y2 十M3Ya 　　　 〔8〕
　 　 　 　 Zt＝　MiZl ÷ M2Z2 十 M3Z3

　Ml
，
　 M2 ，　 M3 に 関 して （8｝式を解 くと，〔9〕式が 得 られ

る 。
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M1 ・：

XIY2Z3 十 YtZ2×3 十Z’X2Y3 − XIZ2Y3 − YiX2Za − ZtY2×3

XIY2Z3 十 YIZ2 ×3 十 ZIX2Y3− XIZ2Y3− YIX2Z3 − ZIY2 ×3

M2 二

Y ’XIZ ・＋ Z’Y ・＃・．tX’Zざ ・
− 7 ×1Y 即 X’

ざ・Z广 Y ’Z ・聖 （9）
XIY2Z3十 YIZ2 ×3 十 ZIX2Y3 − XIZ2Y3 − YIX2Z3 − Z 互Y2×3

M3 ＝

ZtXlY2 十 XtYIZ2 十 YfZIX2 − YtXiZ2− ZtYIX2− XtZ エY2

XIY2Z3 十 YIZ2 ×3十 ZIX2Y3 − XrZ2Y3 − YIX2Z3 − ZIY2Xa

今回得 られ た 唇の 色 の 分光反射率 の 平均値，並 び に第

ユ，第 2，第 3，基本成分を表 3に示す 。

　Xo，　 Y   ，
　 Ze ，Xl ，Y1 ，

　Zl
，
　 X2，　 Y2，　 Z2，　 X3

，　 Y3
，　 Za

を求めて 〔9凪 に 代入す る と，〔1 拭が得られ る 。

Table　3唇の 色の 分光反 射率の 平均値 ， 並 び に

　　　 第 1， 第 2 ， 第 3基本成分

M1 二

　〇．027158X− 0．012221Y− 0．00792Z− O．292640

　　　　　　　　　 D．00ユ420

M2＝

　0．015937X− O．e13ユ66Y− 0．GO6057Z＋ 0．002568

　　　
− ．
　　　 0．0614加　　　

．．．−7
｛10）

WAVELENGTH

　（nm ）　 MEAN

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO900000000GOOOOO

 

GOOO

89012345678901234567890

ユ

23

繧

56789D12345678

334

裡

饌

4444

≦

召

455555555556666666666777777777

Vl V2 V3

2692620722

ユ

718095

露

30834093875397383824480

24321666538

ユ

06492883866187858999688517171

555555678990111999009

荏

2925790123444443323

11111111111222211122123344

≦

些

5555555555555

7100657940

塵

70604

ユ

4
ユ

ー

740495

日

96579920536387

481224729704399013685711

臼

8966

ー

ユ

44357

ユ

8888

4306589110064

工

8
王

918237721465577542966

≦

007

55544457890G

ユ

2
ユ

0899982701111111

ー

ユ

ユ

0000000

0000000000

ー

工

玉

ー

ユ

ユ

OOOOO11222222222222222222

6164D8926288590986294286

唾

5286800052532697

646621107720544614045927

ユ

7450892639295836

702724411482967361

厘

2993514297816914693357

134456924568913

≦

3456568705913455553209864

00000DO1111112222222221000011111111110000
＝

＝

＝
冖

二
［

二

＝

コ

＝
一

＝
一

＝
一

一．20379
− ．16456
− ．12606
− ．eg142
− ．07214
− ．06949
− 』8234
一ユ 0156
− ．11131
− ．］．2050
− ．11984
− ，1143G
− ．10Z23
− ．07899
− ．02486
　．04173
．08047！

　．098231
　．ユ．0075
　．12536
　．18438
　 ，12972
− ．OD184
− ．12056
− ．18973　i

− ．21815　・
一．22003ミ
ー．2G345
− ．18316
− ．14203
− ．eg206
一．05512
− ．eogOユ
　．03973
　．09386
　．14138
　．20404
　．252661
　．29543

．

　．32838：　　　　 1

・36001　1

M3 ＝・

　 O．OOe「「t19x十 e．007298Y− O，018婆1Z十〇．03工944
　　　　　　　　　　D．00］．420

　な fO’　ao）式 に お い て
，
　 X ，Y ，Z は ％表示で あ る 。

　従 っ て
，   式 に 例え ば 簡易型 測 色 機で 得 られ た 当該部

位の 3刺激値 X ，Y ，
Z を代入 し ，

　 Ml ，　M2 ，　 M3 を 求 め，

次い で ，こ の M エ，
M2

，
　 M2 を｛4）式に 代入 す れ ば 当該部 ・

位の 分光反射率を合成す る こ とが で き るg

　なお，
Fig ．遍 こ お い て ，任意 の M1 ，M2 の 値を とる唇 の

色 の 3刺激値 を求 め る に は ， 〔7試 の 右辺 第 4項 を省略 し

た 式 に ， 求 め たXo
，　
Y

。，　Z
σ，　 X1，　Y1

，　Z1
，

．
．　N2，　Y2

，

Z2 を代入 して   式をつ く り ，
こ の 式Qoe（，

　 M1 ，　 M2 を代
．

入 し計算すれ ばよ い
。 即ち

　　　　 X ＝：27．8G十 〇ユ32M1− 0．134M2

　　　　Y ＝24．22十 〇．119Mi− O．20BM2　　  

　　　　 Z ・−21．10十 〇．089M1−−O．146M2　　　　　　 1

　こ こ で
，

Fig．5の それ ぞ れ の分類域 に 属す る唇 の 色 の

分光反射率を合成し図示す る こ とに す る 。　　　　　 ．

　Fig．6，Fig，7は ，
　Fig．5に 示 した A 〜H の 領域 に 位置

す る唇 の 色 の 分光反射率 を合成 し図示 した もの で あ る。

90

8e・

　 　 70

分

　 　 60
光

反 50

・射 40

率
　 　 3Q

20

0
°
−

400 500 600 700

　　　　　　　　　　波長 （nm ）

Fig．6 ，
Fig ．5の A ，C，E ，G の 領域 に 相当 す る 唇の

色 の 分光反 射率を 合成 した もの。
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　　　　　　　　　 波長 （nm ）

Fig．7 ，
Fig．5の B ．D ．F ．H の 領域 に相当す る唇 の 色

の 分光反射率を 合成 した もの 。

　次 に 合成 した 分光反射率 の 再現度合 い をみ る た め に
，

実 測 され た 分 光 反 射 率 か ら得 られ た 3刺激 値 X ，Y ，Z を

基 に して ，分光反射率を合成 し， 実測 した 分 光反 射率と

比 較す る。

　Fig．　8 は ， 含 成 に よ る唇 の 色 の 分光反 射率の 再現性を

示す図 で
， 再現性が 良 い 場合 と悪 い 場合の 2例を一

緒 に

図 示 した 。 実 測 した 唇の 色 の 分光反射率を実線で
， 合成

した分光反 射率を点線で しめ す 。

分
光

反
射

率

20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 5iO　　　　　　　　　　　　　うse　　　　　 7けe

　 　 　 　 　 　 　 　 　 波 長 （nm ）

Fig．　8 同 じ 3刺激値を有す る唇の 色の 分光反 射
率 の 実測 値 と合成値

750

　こ こ で 問題 とな る の は再現性 の 悪 い 場合で あ る。こ の

場合，共 に 3刺激値の 値 は 同 じで あ るか ら，い わゆ る条

件等色 を お こ して い る わけで あ る。こ うした条件等色 の

9

発 生 は ， 第 1 ， 第 2，第 3主成分 の 分光反射率の 変動 に

対す る 累積寄与率が ， 98％で あ る こ とか ら当然予測 され

る こ とで あ る。しか しな が ら，こ の こ とが実用 に 際 して

どの 位問題 とな るか に つ い て は利 用 目的に よ っ て も異 な

る と思われ
一

概 に 結論を出せ な い
。

　 こ れ に つ い て は別途検討 を進 めて お り，次の 機会 に 報

告し た い 。 な お ， 今回採取 した ダータ数 は ， け して 大 き

な数で あ る とは い えな い。今後更 にデ
ー

タ の畜積をお こ

な い ， 関係式巾の 係数の チ ェ ッ クを お こ な っ て い きた い

と考え て い る 。

3，5　唇の 色と額 ，頬の 色 と の 関係

　今回，61人 の 女性 の唇 の 色の 分光反 射率を測定 した が

61人中49人 に つ い て は，額の 色，頬 の 色 に つ い て も， 分

光反射率を渕定した。こ の 場合も 日立 カ ラ
ー

ア ナ ラ イザ

ー607型を用い
， 3回くりかえ し測定をお こ な っ た 。

　額，頬 の 色 の 分光反射率を測定 した 際の 積分球開 囗 部

の 大 き さは，18x22mff；で あ る。

　前記 した よ うに唇 の 色の 平均値 は ， 7．6R　5．5／4．3で あ

っ た が ，49入 の 額の 色の 平均値は，3．5YR 　 6．O／3．8，頬

の 色 の 平均値は ，1．6YR 　6．3／3．9で あ っ た。

　従来 ， 唇 の 色 と額の 色 ，唇 の 色 と頬 の 色 との 関係 を 論

じ た 報告 は な い と思 わ れ るの で
， 今回 採取 した 唇 の 色 と

額の 色 ， 唇 の 色 と頬の 色 との 間 に
，

どの よ うな 相関が
，

どの 位あ るの か を 知 る た め に 正 準相関分析
9 ） を お こ な

って み た 。 唇 ， 額， 頬 の 色 の 特性値 と して は ，
マ ン セ ル

値 （H ，V ，C）を 用 い た 。こ の 場合 も， 色相 GDの 値 は ，

10RPを 0， 5R を 10， 5YR を ユ5とす る数値 に お きか え

て 演算に用 い た 。

　結果として ，唇 の 色と頬 の 色 との 閭 に は有意な相関が

み られ た が，唇 の 色 と額の 色 と の 1用に は 有意 な相関はみ

られ なか っ た 。 但 し ，
こ の 場合 の有意水準 α は ，　 α ＝

0．05とした場合 で あり， α ；0，ユ0とす る と唇 の 色 と額の

色 との 相関は有意 とな る 。 従 っ て ，唇 の 色 と額の 色 との

開 に は ， ゆ るや か な あ る積の 相関関係が存在す る とい え

る。

　又 ，額，頬の 色 を 1群 と して ，唇 の 色 との 相関を み る

と ， そ の 閉 に有意意 な相関は み られ な か っ た 。
こ の場合

も有意 水準 α を， α ＝0．ユ0とす る とそ の 相関は 有意 とな

る 。 従 っ て ，額の 色 と頬 の 色を ユ群 と して ，こ れ を顔色

と み な した 場合，こ の 顔色 と唇の 色 との 間に も，ゆ るや

か で はあ る が，あ る 種 の 相関関係が存在す る とい え る。

な お額の 色 と頬の 色 との 間 に は 高度の 相関が み られ た。

　こ こ で は ， 唇の 色の 色相 （H 唇）， 明度 （V 唇）， 彩度

（C 唇） と頬 の 色 の 色相 （H 頬），明度 （V 頬），彩度

（C頬）との 閥 にみ い 出 され た有意な相関関係を もつ 第

1正 準変数に つ い て ，そ の 詳細を記 述す る。

　得 られ た第 1正準変数 u1
，
v1 と ，第 1正 準相関を 記す

と以 下 の 如 くとな る 。

　　　　　　　 u1 ．・・1．3ユH 唇
一1．21V唇一ト．0．59C唇

第 1正 準変数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 a2）
　　　　　　　 Vt ・−O．78H頬一〇．41V頬 十 〇．弱 C頬
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第 ユ正 準相 関　　 γ＝0．49　Z2；21．39 ψ＝．9

　ψ＝−r9 危険率 α ＝0．e5の z 。
恥 16，92で ある 。 従 っ て

両者間 に 有意 な相関 が あ る とい え る
。

　拙出した 正 準変数 Ul ，　 Vl の 対応関係の 中1床を ， 実際

の 唇 ， 頬 の 色 の 関係 と して 視覚 的 に 把握す る た め に，正

準得点の 大小 と唇 ，頬の 色の 分布図を 関連 づ けたFig．9を

作成 し た
。

　Fig．9 を作成する に あた り，唇 と頬 の 色 に 関す る正 準

置 を 示す。

　式凾及び Fig．9か ら

　　相刻的 に み た 唇 の 色が ， 黄「床で
， 明度の 低 い 入 の

　　頬の 色は，相対的に みて ，黄味で ，明度低 く，彩

　　度が 高い
。

とい う傾 向が あ る こ とが わか る。又

　　相対的 に み た 唇の 色 が ， 赤味で
， 明度 の 高い 人 の

　　頬 の 色は，相対的に みて ，赤味で ，明度高く，彩

　　　　　　　　　 Fig．9

　即 ち，主成分分析をお こ な い ，第 1，第 2主 tR分を求

め る た め の 係数 ， 即ち 固有 ベ ク トル （3．4 に お け る記 述

に 従え ば，第 ／ ，第 2基本成分）に 対す る重 みMl ，M2 を

算 出 し た。

　こ こ で は，求 め た 重 み M1 に注 目 し，正 の 符号をもつ

M エの 巾か ら，そ の 数字 の 大 きい 方か ら5 コ を，負 の 符

号を もつ M1 の 中か ら同 様 に 5 コ をぬ き出 し，対応す る

唇，頬の 色の 位置 と関連づ けた。

　Fig、9 に お い て ，○印で 示 した の は唇 の 色の 位置で あ

り口 印で 示 した の は 頬の 色の 位置 で ある。

　又 ，  印は，前記 した 正 の 符号をもつ 5 コ の M1 の そ

れ ぞ れ に 該 当す 乙辱の 色の 位 置を 示 し，田印 は，対応す

る頬の 色 の 位置を 示 す 。

　  印は ， 賃 の 符 号を もつ 5 コ の Ml の そ れ ぞ れ に該当

す る唇 の 色 の 位置を示 し，屬 印は ， 対応す る頬の 色の 位

得 点を縦軸 ，横軸 に プ ロ ッ トす る こ とで 構成 さ れ る直交

座標系の 座標軸 の 変換をお こ な い ，新 た に 求めた座標軸

上 へ の 各点の 投影量を 算出した
゜

唇 の 色 と対応す る頬 の 色 を図示 した 。　　　（○印は唇 ， 口印は頬）

　　度が低い 。

とい う傾向が あ る と い え る 。

　しか しなが ら， 上記 した傾向は，正準相関の 値 な らび

に Fig ．9か らうか がえ る よ うに そ れ ほ ど強 い もの で は な

い 。

　とこ ろで ，何故 に 唇 の 色 と頬 の 色 との 聞 に，有意な 相

関 関係が 発生す るの かに つ い て は，今の とこ ろうまく説

明で きな い。

3．6　唇の 色と年令 との 関係

　年令の 変化と共 に 皮膚色は変化す る 10 ） とい われ て い

る。唇の 色 に つ い て も， 年令 （人生期）に よ っ て
，

そ の

色 が異な る とい う報告
1） が あ る。

　そ こ で
， 今 回採取 した6ユ入 （19〜47才） の 唇の 色 に つ

い て ，そ の 年令 との 関係を み て み た 。

　即 ち，3．2）　 に記 した，唇の 色の 分光反射率か ら抽出

した基本成分に対す る 重 み M1
，
　 M2 と年令 ， 唇 の 色の 色

楓 明度，彩度と年令，そ れ ぞれの 間の 単相関 ， 重相関

一 10一
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が有意 が 否か を調べ た 。

　結果 として
，

い ずれ の 場合 に つ い て も有意 な相関関係

はみ い だせ なか っ た 。

　 1例を Fig．10として 示す。　 Fig．10は年令を 4 ツ に層別

しそ れ ぞれ の 唇 の 色 を，色 相
一明度面に位 置づ けた もの

で あ る。

　今回，唇 の 色 と年令の 間 に 相関が み られ なか っ た理 「、臼

の 1 ツ と して ，老 人 な らび に乳児 ， 小児の ダ
ー

タの 欠落

5R
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Fig．10 唇の 色 と年 令 との 関係 を示 す 図

6

5

i
明

度

が考え られ る
。 今後は ，

こ れ らの 層 に 対す るデ ータ も採

取 し
， 唇 の 色 と年令 の 関 係 を 再検 討 した い 。

　又 ， 個 入 差 の 聞 に埋没 して い る か も しれな い 系統的な

個人内変化 の 有無 に つ い て も追 跡 デ ータを と り検 討 した

い と考 えて い る 。

f

1） 唇の 色の 平均値は，7．6R　 5，5／4．3で あ っ た 。

2） 唇の 色の 分光反射率を搆成す る基本成分 として

　　 2 ツ〜3 ツ の 某本成分を考えれば よ い こ とが わか

　　 つ た 。

3） 上 記 した 甚本成分 に 景つ い て
， 即ち，分光反射率

　　の 系統的な 枢違 に基 づ い て 唇 の 色 の 分 類 を 試 み

　　た 。
こ こ で は唇の 色を 8 ッ （普通 の 唇 の 色 とい う

　　もの を 加え る と 9 ッ ） に 分類 した 。

4） な ん らか の方法で え た唇 の色 に 関す る 3刺激値 ，

　　例えば ， 簡易測色機で え た 唇 の 色 の 3束「」激値か ら

　　当該部位の 分光 反射率を求 め る 関 係式を 誘導 し

　　た。結果と して ，ほ ぼ満足 の い く再現性をしめす

　　分光反 射率を合成す る こ とが で き た 。

5）　唇の 色と頬の 色の 間に は ， 有意な相関が ある こ と

　　がわか っ た。

6） 唇 の 色 と年令 （19〜47才）の 間に は，柑関 は み ら

　　れなか っ た 。
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4，　 ま　 と　 め

　61入 の 女性 の 唇 の 色 の 分光反 射率を 測 定 した 。 得 られ

た データ か ら下記す るよ うな こ とが わ か っ た。
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